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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　現在，はり部材に関する補強方法として炭素繊維（以下「CFRP」）シ－ト接着工法が注目され，合理的な補強設計

方法の確立に向けての積極的な検討がなされている。しかし，スラブのような面部材の補強にCFRPシ－トを用いる補

強設計法に関する研究は少ないように思われる。そこで本研究は，今後，設計方法を構築する上で必要とされる基礎

的な情報を得るこを目的とし，CFRPシ－トを下面に貼り付けたRCスラブを用い，荷重がスラブ上面に集中的に作用し

た場合のスラブの破壊性状，たわみ性状，CFRPシ－トのひずみ性状について実験的に検討したものである。

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要

　本研究で検討を行った実験供試体を図－１図－１図－１図－１に示す。支持端部でのスラブの浮き上がりは自由としている。実験供試

体は表－１表－１表－１表－１に示す９体である。スラブ厚ｈ＝15cm，スラブ幅Ｂ＝100cmと一定値である。荷重は，10×10cmの正方形

鋼板（厚さ32mm）を介し，スラブ表面の中央に作用させた。主鉄筋，配力鉄筋ともD10（SD295A）を5cmピッチで配筋

した。主鉄筋のかぶりは10mmとした。各シリ－ズでCFRPｼ-ﾄの下面張り付け層数を変化させて実験を行った。CFRP

シ－トの繊維方向は，主鉄筋方向と同じである。CFRPシ－トには，一方向繊維のものを使用した。支持は，支点部手

前３cmでCFRPシ－トを貼り止めコンクリ－ト表面を直接支持している。

　CFRPシ－トのひずみを供試体幅半分のラインに沿って支間中央より両サイドに5cm間隔でゲ－ジ長５㎜の一軸ひ

ずみゲ－ジを貼付し測定した。コンクリ－トは，水セメント比50％、細骨材率45％で早強ポルトランドセメント，海砂（比

重2.69）及び川砂利（比重2.76）を使用した。実験は，材令約２週間で行った。

　以上の事により各実験供試体の最大荷重，破壊性状， CFRPシ－トのひずみ，載荷点の変位を測定した。

３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察３．実験結果及び考察

　各供試体の最大荷重Ｐｍａｘを表－表－表－表－1111に示す。またＰ
*
Bは，コンクリ－トの圧縮強度ｆ’cのばらつきの影響をある程度取り

除くため，実際の実験で得られた最大荷重に '4 0 .5 / cf を乗じ，それぞれコンクリ－トの平均圧縮強度40.5MPaに換

算した値である（以下「換算最大荷重」と呼ぶ）。

　供試体は，全てCFRPシ－トの補強の有無に関わらず押抜きせん断破壊を示した。また，押抜きせん断破壊時には，

CFRPシ－トの全面的剥離やシ－トの破断は見られなかった。図－図－図－図－2222は，換算最大荷重Ｐ*
Bとスパン長との関係をシ－

ト層数との関係で示したものである。同図には，コンクリ－ト標準示方書の面部材の押抜きせん断耐力式1）による計算

値も記入してある。同図より換算最大荷重Ｐ*
Bは，スパン長が長くなると若干低下する傾向がある。シ－ト層数を増や

すと耐力は増加する傾向が見られるが，層数増加の割合ほど増加しない。

　図－図－図－図－3333は，縦軸に荷重Pを、横軸にたわみをとり示したものである。CFRPシ－トは１層であり，スパン長は，　それぞれ

60，80，100cmである。同図より，スパン長が大きくなると，そのたわみ量も大きくなる。

　図－４　図－４　図－４　図－４は，CFRPシ－ト１層貼りで，各スパン長ごとの載荷点直下の荷重－CFRPひずみ関係を示したものである。同

図よりスパン長の違いによるCFRPシ－トに発生しているひずみ量の違いがはっきりと見られる。傾向としては，スパン

長が長くなるとそのひずみ量も大きくなる傾向にあることが分かる。このことは，図図図図-3-3-3-3の結果とも対応している。

4444．　まとめ．　まとめ．　まとめ．　まとめ

　今後さらに検討すべき点もあるが本研究の範囲で得られた知見を以下に示す。

(1)供試体全て押抜きせん断破壊であった。下面にCFRPシ－トを貼付することによりその最大荷重はシ－トを貼付し
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図図図図-1-1-1-1　　　　実験供試体形状寸法・配筋状況
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表－１表－１表－１表－１　実験結果一覧

図図図図-2-2-2-2　　　　P*B－シ－ト層数との関係
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図図図図-3-3-3-3　　　　荷重-たわみ関係（CFRP1層）
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ていない供試体の最大で約1.3倍になった。

(2)CFRPシ－トを貼付することによる曲げ剛性の顕著

な増加は，確認できなかった。

(3)CFRPシ－トのひずみは最大荷重付近で1750×10-

6～3500×10-6の範囲であった。

(4)スパン長を伸ばしCFRPの定着長を確保してもこの

実験の範囲では，それほど大きな効果は見られなかっ

た。 図図図図-4-4-4-4　　　　荷重－CFRPひずみ関係（CFRP-1層）
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